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研究成果の概要： 
 統合失調症の主症状である思考障害や幻聴の病態には、言語処理の障害が深く関与しているものと考え

られている。われわれは、統合失調症における幻覚妄想や思考障害の病態基盤を理解するために脳機能画

像を用いて聴覚言語処理時の脳活動について健常人との比較検証をおこなった。統合失調症において、ヒ

トの声に含まれる感情の抑揚の理解時に右側頭葉の活動が低下し、幻覚妄想などの陽性症状が強いほど左

前頭葉の活動が強くなり、感情の平板化や引きこもりなどの陰性症状が強いほど左側頭葉の活動が強くな

ることが確かめられた。これらの結果は、統合失調症の幻覚妄想の病態理解には言語処理時の大脳半球左

右差の変化が重要であることを示唆しており、今後も脳画像と遺伝子要因との関連性も含めて統合失調症

の個別化医療に役立つ臨床評価法の開発を継続していきたいと考えている。 
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１．研究開始当初の背景 
 統合失調症の主症状である思考障害や幻
聴の病態には言語処理の障害が深く関与し
ているものと考えられている。近年の脳機能
画像研究の発展により統合失調症では、言語
処理時の左半球の脳活動低下もしくは大脳
半球左右差の逆転があると報告されている。
しかしながら、その病態に関連する具体的な
精神症状や生物学的な素因に関しては、まだ
十分な知見が得られていない。 
２．研究の目的 
 われわれは、聴覚言語処理過程の脳機能画
像を健常対照群と比較し、精神症状の病態評
価をすることを目的として本研究をおこな

った。また、遺伝子多型の違いと聴覚言語処
理時の脳活動の関連性についても検証する
こととした。 
３．研究の方法 
 統合失調症 14名と健常対照群 14名に対し
て機能的磁器共鳴画像法(Functional MRI)
を用いて、相手の気持ちを推察しているとき
の感情の抑揚に関して、あいさつの好意度を
判断しているときの脳活動と声の性別判断
時の脳活動と比較して画像解析をおこない、
統合失調症の臨床症状との相関を検証した。 
４．研究成果 
 性別判断時に比較して、あいさつの好意度
を判断時に、健常対照群では右側頭葉と左前



頭葉が賦活されるが、統合失調症群ではこれ
らの部位の脳活動が低下していた。また、統
合失調症で幻覚や妄想などの陽性症状の重
症度と左前頭葉の脳活動が正の相関をし、感
情の平板化や引きこもりなどの陰性症状の
重症度と左側頭の機能が正の相関をするこ
とが明らかとなった。これらの結果は、相手
の気持ちを理解しようとするときの統合失
調症の脳機能が健常対照群に比較して左半
球がより使われるようになることを示して
おり、健常人の聴覚言語処理における両半球
の機能特性の変化が病態と密接に関連して
いることが示唆された。 
今回の研究では、聴覚言語処理と精神症状

の関連性について、半球左右差に着目して病
態との関連性を検証することができた。この
結果をもとに、精神症状の違いに基づいて病
態理解を深めていくとともに原因となりう
る遺伝的素因に関しても検証を継続してい
きたいと考えている。 
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